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○「周産期医療」のロジックモデル

<個別施策＞ <中間アウトカム＞ <分野アウトカム＞

１：分娩取扱施設の確保

現状
データ

分娩取扱施設数の推移

現状
データ

ＭＦＩＣＵ、ＮＩＣＵ及びＧＣＵ病床
数

現状
データ

１施設あたりの分娩数

現状
データ

周産期医療に従事する常勤医
師数、助産師数

現状
データ

周産期医療ネットワークの構成
機関、救命救急センター等の併
設状況

現状
データ

産婦健診、産後ケアに対応する
施設の数

現状
データ

ＭＦＩＣＵ及びＮＩＣＵの診療報酬
加算病床の状況

現状
データ

看護職員・助産師の推移

現状
データ

災害時小児周産期リエゾン委嘱
人数

現状
データ

寄附講座による専門医養成実績

現状
データ

BCP策定、自家発電機、燃料、
水を備蓄している周産期母子医
療センター運営病院数

現状
データ

出生数の推移

現状
データ

35歳以上の出産数

現状
データ

３次・２次周産期医療機関の産
婦人科医の配置状況

現状
データ

３次・２次周産期医療機関の麻
酔科医の配置状況

現状
データ

新生児死亡数

１：安全、安心なお産を可能
にする周産期医療体制の維
持、充実

数値
目標

周産期死亡率
（出産千人当たり）

数値
目標

妊産婦死亡数

２ ：妊娠、出産に係るリスクに
対応する周産期医療体制の
確保

３ ：周産期医療関連病床の
整備

５ ：災害時及び新興感染症
の発生・まん延時の対応の強

現状
データ

NICU入院期間が半年以上に達
した入院児の数

現状
データ

妊婦健診に対応する施設の数

６ ：妊産婦及び新生児のケア
の充実

４ ：産科救急搬送受入体制
の整備

２ ：周産期医療従事者の確
保・育成

３ ：出産後の産褥婦と新生児
の状態に応じた医療やケア
の提供

１：妊婦健康診査による安全、
安心なお産の確保


